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はじめに 
 

 本書は、平成 23年度～平成 25年度の 3年に渡って実施された文部科学省特別教育研究経

費プロジェクト「実践的高度理数科教員養成のための大学院教育プログラムの開発」（略称：

院理数）の報告書である。 

 十数年前から、次世代を担うべき若い世代に深刻な理数科離れが生じている。それは単純

に理科・数学（算数）という科目からの忌避ではなく、もっと深刻な「論理的に、抽象的に

考える」という「考える力」の喪失である。20世紀の飛躍的な科学技術の進歩が実現した物

質的に豊かな現代社会の中で、若者の深刻な「考える力」の喪失が進行している。このよう

な状況を改善する数々の方策が打たれているが、いまだに突破口が見えない。今こそ、あら

ためて科学技術の意味を問い直し、21世紀の新世代の人材育成に必要な新しい理数科教育シ

ステムの構築が必要である。 

本教育プロジェクトでは、以下の方策により、新世紀の理数科教育を牽引するリーダーの

養成を目指した。 

 
１）学部・大学院の積み上げを見通した理数科教育 
２）理科と数学の融合による理数科教育 
３）理数科教育の実践的高度理数科教員養成 
４）徹底した少人数教育による論理・抽象思考能力の形成 
５）教科内容によって生徒を引き付ける授業力の形成 
６）海外との連携による理数科教育の国際化 

 
基盤的な学力の形成、教材・カリキュラムの開発、教科書研究等、多岐に渡る特別教育プロ

グラムが学内の理数プロジェクトの特別科目として編成され、さらに、教育実践の場が理数教

育研究センターの企画・運営の下に、連携協力校・理工系研究機関との共同事業の中に用意さ

れ活発に活動が行われた。 

本報告書では、公教育現場での実践的活動、理工系研究機関との共同事業での活動を中心に、

本プロジェクトの報告を行う。 

 

 

院理数プロジェクト代表  松山 豊樹   

（理数教育研究センター長） 
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包括的連携協定の締結 
 

曽爾村との連携協力に関する包括協定を締結（平成 24年 7月 20 日） 

平成 24 年 7 月 20 日（金）、本学と奈良県宇陀郡曽爾村（村長 岡田 泰昌）は、「教員の

資質の向上及び教員養成の充実を図るとともに、教育上の諸課題等に適切に対応することに

より、奈良教育大学及び曽爾村における教育・研究の充実・発展に資すること」を目的とし

た連携協力に関する包括協定を締結しました。本学で行われた調印式には、大学から長友恒

人 学長、加藤久雄 副学長（国際交流・地域連携担当）、高橋豪仁 学長補佐（地域連携担当）、

松山豊樹 理数教育研究センター長が、曽爾村から岡田泰昌 村長、今井啓之 教育長、鈴木俊

司 曽爾中学校長が出席しました。 

本協定は、これまで奈良教育大学理数教育研究センターが中心となって実施してきた理数

科プロジェクトが平成 23 年度末で終了した事に伴い、平成 24 年度からの教育連携にかかる

包括協定として新たに締結し直したものです。 

これまでにサマースクール、ウインタースクール、学力向上合宿支援等で主に理数教育プ

ロジェクトの事業として積み上げてきた実績をさらに発展させるとともに、今後は、理数系

に限らず様々な分野の学生・院生を派遣するなど、全学の学生・院生の力量形成を高めるた

めのより広い交流についても検討していく予定です。なお、現行の新理数プログラム曽爾サ

テライトは、本包括協定の下、今まで通りに運営されていきます。 
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サマースクール 2012イン曽爾 
 

 奈良教育大学理数教育研究センターでは、平成 24年 8月 26日から 29日までの 4日間、県

下山村部にある曽爾小中学校で「サマースクール 2012 イン 曽爾」を開催しました。 

このサマースクールは、曽爾村との包括連携協力協定に基づいて行われたもので、本学が推

進する、優れた教育実践力を持つ理数科に強い教員の養成を目的とした理数教育プログラム

に参加する学生や教員が、理科・数学（算数）実験を中心とした特別授業を行いました。小

中学校では普段できない実験などを目の当たりにした児童・生徒は、驚きと感動を胸に授業

に取り組んでいました。 

また、曽爾中学校教員による指導の下での、本学学生による中学生への学力向上支援活動

や、保護者との懇談会、親子で体験する実験なども実施しました。本学長友恒人学長、鷲山

恭彦理事（大学評価・学位授与機構客員教授）も一部に特別参加。さらに今回は、新たに本

学家庭科の教員・学生も参加し、家庭科の特徴を生かして地産地消、災害時炊き出しといっ

た将来の地域の食活動の布石となる取組も行われました。  

これらは、奈良教育大学及び曽爾村双方における教育・研究の充実につながる有意義な取

組であり、連携協力事業として大きな成果をあげるものとなりました。 

   

 

チャレンジ！サイエンス 2012 

中学生に対して新理数生・大学院生企画による科学実験ブースの出展を行うチャレンジ！サ

イエンスを実施しました。 

「Let's think！」 

春日光・亀井雄志・今井俊彦・村田沙耶 

今回のサマースクールでは今までと発想を変えて、生徒と一緒に話し合い、考えを深めるこ

とを大切にしながら取り組みました。落下運動や振り子など題材は少し難しかったのですが、

学年の枠を超えてたくさんの考えが出てきました。テーマの設定や話し合いの方法など課題

は多くあったのですが、これを機に身近なことから自分で「考える」ようになってもらえる

と嬉しいです。 
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反省・感想 

・「考える」ということを限られた短い時間の授業で実施することの難しさを知った。 

・子どもたちに考えさせることで一体何を教えたいのか、はっきりとさせるべきだった。 

・「仮説実験授業」の本質を理解できておらず、今回のような授業では不完全なものだったの

で、さらに議論を徹底させるべきだった。 

 

「磨け、論理力！～虫食い算で鍛えよう～」 

親木翔平・明石真琴・深川静香・正木大樹 

今回は楽しみながら数学の力を鍛えることを目標に、「虫食い算」の問題づくりに挑戦しまし

た。必要な知識は九九やかけ算の筆算だけ。問題を解いて虫食い算や九九の性質を理解して

から、まずは一人で、その後グループに分かれ協力して問題づくりに取り組みました。皆、

自分で問題をつくる難しさに頭を悩ませながらも数学を楽しめたようです。それぞれが工夫

を凝らした面白い問題をつくる事ができていました。 
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私たちは、論理的に考える力を養うことと数学を楽しむことを目的に、「虫食い算」について

の授業を行いました。個人やグループで作成した問題はユニークなものが多く、私たちがび

っくりするようなものばかりでした。生徒たちは、悩みながらも楽しそうに活動に取り組ん

でいました。 

反省・感想 

・中学生のサポートをする中で、積極的にコミュニケーションを取れてよかった。 

・生徒がじっくり考えられる時間が少なかった。 

・生徒の作った問題に対してフィードバックができてよかった。 

 

「カエルくんとナマ子さんのからだの中味をみてみよう」 

松本雪穂 

ヒトと同じ脊索動物であるウシガエルを解剖して中味を観察しました。また、脊髄ガエルの

実験をして反射は脳でなく脊髄からの命令で筋肉が動く反応ということを確かめました。ニ

セクロナマコを解剖して観察し、棘皮動物の基本的特徴について学びました。ウシガエルと

ニセクロナマコの中味を比較して、似ているところや違っているところを観察しました。 
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反省・感想 

・ニセクロナマコは色素で内臓がきれいに見えなかったので、トラフナマコを使えばよかっ

た。 

・脊髄ガエルを見せることで反射がどういうものなのか視覚で理解しやすかったのではない

かと思う。 

・比較するのにもっと時間をとれればよかった。 

 

「江戸時代からの挑戦状-３００年前の数学「和算」で遊ぼう-」 

安藤三央 

数学の文化にふれる機会を、との思いで取り上げた「さっさ立て」。古文体の文章を読み、江

戸時代の人達のように仲間と楽しく問題に挑戦しました。操作しよう、表にしよう、簡単な

場合にしよう、きまりを発見した、新しい問題を考えよう……じっくり考える過程で彼らが

生み出したアイディアはどれも素晴らしい数学の考えでした。「自分で考え出すのが楽しかっ

た」など和算を通して数学の面白さに改めて気付いた生徒もいたようです。 
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本実践では、ただ単に数学の問題を解くだけではなく、自分の学んでいる数学と異なる和算

の存在やその特徴を知ること、さらに、300 年も昔の問題を今でも楽しむことができるとい

う数学の歴史を感じることをねらいとしました。そのために江戸時代の人々も楽しく取り組

んでいたという「さっさ立て」の問題を選定し、遊びを通して課題を解決する場面を設定し

ました。仲間と協力して試行錯誤したり、規則性を発見し友達に紹介したりするなど生徒た

ちの主体的な姿を見ることができました。 

反省・感想 

・オープンな問題設定にしたこと、課題把握にしっかり時間を設けたことで主体的に課題解

決の活動へ取り組む姿が見られた。 

・「教えられるのではなく、自分で考えることの楽しさに気づけた。」、「昔の人はいろいろな

考え方をしていたんだな。私もこれからいろいろな考え方をしていきたい。」など、数学に

対する意識の変化を述べた生徒もいた。 

・生徒たちが見出したきまりのよさを皆が感じられるようなまとめ方を考える余地があった。 

 

教員によるオープニングレクチャー 

プロジェクト教員が中学生・保護者・教職員を対象に講義・実験を行いました。 

講演：イオンセンサーを作ろう 

講師：奈良教育大学 堀田弘樹  

銅線やゴムチューブなど身近にあるものを用いて、塩化物イオンセンサーを作製し、食塩水
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の濃度を測りました。銀線から塩化銀の電極を作り、銅の電極と合わせたあと、食塩水に漬

けて、テスターを使って電位差を測りました。舌では分からないくらいの低い濃度の食塩水

でも、測定ができることを知りました。原理は難しかったですが、身近なものを使って比較

的簡単に、このようなセンサーが作れることを知りました。 

   

   

 

サイエンスルーム 2012 

小学生に対して新理数生企画による理科・数学（算数）実験ブースの出展を行うサイエンス

ルームを実施しました。 

「キャンドルマジック」 

東浦加奈・永田実咲・内藤眞希子 

「水の３つの姿」という単元で水の代わりにろうそくを使って授業を開きました。オリジナ

ルのろうそくを作る過程で液体・気体・固体を確認し、変化の要因である「熱」について気

付いてくれました。また、ろうそくが燃え続ける理由は少し難しかったようですが、必死に

理解しようとしていました。最後に完成した色とりどりのオリジナルキャンドルを見て、小

学生は歓喜の声をあげていました。 
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私たちは色々な物質の状態変化について知ってもらうことが目的でした。そのため、始めは

一番身近な水の三態について紹介し、その次に、水以外の物質にも気体、液体、固体の三態

があることを確かめるためにろうそくで実験を行いました。ろうの固体（ろうそく）を熱す

ることで、ろうの液体を観察し、ろうのにおいによってろうの気体の確認をし、融かしたろ

うはクレヨンで色づけをし、再びかためてろうそくとして持って帰ってもらいました。一人

一つカラフルなろうそくができたので、小学生の笑顔が見れたことが嬉しかったです。 

反省・感想 

・先生が 3 人であったことに対して班は 4 つだったため、生徒に目が届かなかった部分があ

った。 

・小学生（低学年）には難しい内容であったと思われる。そのため、もう少し噛み砕いた説

明を考えるべきであった。 

・実験の説明や注意が長かったので、小学生が少し退屈していたようだった。 

 

「くだもの電池を作ってみよう！」 

角安麻奈・坂本萌・木村友紀・高原功太郎 

教科書で見たり聞いたりしたことはあるけれど、実際に作る機会があまりないくだもの電池

で電子オルゴールの音を鳴らしてみました。くだもの電池といえばレモンが一般的ですが、

他の果物や野菜（スイカ、トマト、ダイコン）を使っても音は鳴るのか実験で確かめました。

実験を通して、「電池」を作るには何が必要なのかを学んでもらい、オルゴールの音の「鳴り
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方」には果物や野菜の種類や数が関わっていることを実感してもらいました。 

   

   

私たちは身近な果物や野菜で電池を作る「果物電池」の実験を行いました。普段食べている

果物や野菜が２種類の金属板を使って回路を作ることで電池としての役割を果たし、簡単な

電子オルゴールを鳴らすことができるということに、小学生の皆さんが驚いているのが印象

的でした。また１つだけでなく３つ果物をつないで、音を大きくするという実験にも挑戦し

ました。 

反省・感想 

・パワーポイントのまとめ部分を穴埋め問題のようにしておいたところ、児童が声に出して

答えてくれた。 

・実験の性質上仕方のないことなのかもしれないが、果物等食品の廃棄が膨大になってしま

った。 

・「どうなった？」「どんなかんじ？」などあいまいな質問をしてしまった。 

 

「いとでんわで声のヒミツを知ろう！！」 

後藤田洋介・三宅祥五・中井隆仁 

音と振動の関係を学ぶのは中学生になってからですが、日常の体験から音と振動が関係して

いることは小学生でも気付いているはずです。その音と振動の関係を帰納的に子どもたちに

確認してもらおうと教室を開きました。小学生のほとんどがいとでんわを体験したことがな

く、作る段階から子どもたちは楽しんでくれました。また、糸がばねになったもの、糸電話
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を複数つなげて伝言ゲーム、30ｍの長い糸電話にもチャレンジしました。 

   

   

ばね電話、複数つなげて伝言ゲーム、30ｍの長い糸電話、振動を目で見る実験など、多くの

実験を実施し、そのどれもで子どもたちは楽しみながら科学に興味を持ってくれたと思いま

す。DCV発表会では、危機管理・安全対策や、一人で授業を実施する底力を身につけるなど、

貴重なご意見をたくさん頂きました。 

反省・感想 

・子供たちの、糸電話で話している時の嬉しそうな顔、ばね電話や視覚実験での驚いている

顔がとても印象的でした。 

・はじめから全部教えたり一方通行な授業をするのではなく、危険なものでないのならば、

子供たちに自分で発問し、考え、試行錯誤する機会を与えてあげることで、学ぶ姿勢の獲

得や、興味アップへとつながると思います。 

・将来のために、授業の進行や不測の事態への対応など、一人でもできる底力を付けること

が大切である。 

 

「さわって感じろ、その心臓！～心臓のつくりとはたらき～」 

深川幹・大津達哉・岡田経太・中村美沙・法村惠 

実物の牛・豚の心臓と、石油ポンプを材料にした実験器具を使って、心臓のつくりとはたら

きについて学習しました。実際に心臓を触ってみることで、少し怖がりながらも楽しんで心

臓について知ってもらえたのではないかと思います。また、ポンプの実験では、ポンプ内の
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弁を取り外したものと取り外していないものを比較することで弁の仕組みとはたらきについ

て調べました。 

   

   

私たちは、牛と豚の心臓を用いて心臓のつくりとはたらきについての授業を行いました。ま

た、石油ポンプを使った実験装置で弁の仕組みを確かめました。本物の心臓を用いた活動を

通して、率先して実物と解説に用いた図を見比べたりと子どもたちが興味を持って積極的に

活動に参加してくれていました。 

反省・感想 

・実物の心臓を使うことに児童が抵抗を感じるのではないか、という不安があったが、前で

一度見せて徐々に慣れさせることで、想定していたよりも積極的に活動に参加してもらえ

た。 

・ワークシートでの設問の仕方をもっと工夫し、意見を書いてもらえるようにできればもっ

と良かった。 

 

教員によるサイエンスルーム 

プロジェクト教員が小学生へ講義・実験を行いました。 

講演：水の中の小さな生き物たち 

講師：奈良教育大学 石田正樹  

曽爾小学校の３〜６年生の生徒を対象に、小学５年理科の同名の単元に関わる授業を実施し
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ました。大学より搬入した１７台の顕微鏡を用いて、顕微鏡使用法の説明や、奈良公園内鷺

池で採集したプランクトンの観察を行いました。顕微鏡使用法においては、スライドグラス

大にカットした透明なプラスチック定規を観察させることで、見え方の違いを理解させるよ

うな工夫をしました。また、プランクトンは予めどのようなプランクトンが確認されるのか

を把握し、さらには培養することで観察される種数が増える様に調整しました。大学生には

図鑑を携帯させ、児童が観察している生物の説明ができる様指導しました。また、中学年を

考慮して、割れ難いプラスチックのカバーグラスを使用することで、怪我などの事故が起こ

らない様に注意しました。 

   

   

 

講演：曽爾川の水質と生き物を調べよう 

講師：奈良教育大学  藤井智康 

曽爾川の水環境について考えるために、実際に川に入り調査をしました。見ただけでは分か

らない水質を、川の生き物の種類と数から判定しました。また、パックテストを使って簡単

な水質検査も行いました。昨年と同じように曽爾川はヘビトンボ、サワガニなどきれいな川

にいる生物がたくさんいることがわかり、きれいな川と判定しました。 
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講演：知恵の輪をとこう 

講師：奈良教育大学  花木良 

空間図形を楽しむという観点で、針金と輪ゴムでできた知恵の輪（輪ゴムを外す）にチャレ

ンジしました。簡単な知恵の輪では、すぐにコツをつかんで輪ゴムをどんどん外してしまい

ました。ちょっと難しい知恵の輪では苦戦をしてしまいました。しかし、諦めることなく、

じっくり形をみて集中して考えている姿があり、とても有意義でした。空間認識力や創造力

が少しは身に付いたと思います。 
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サマースクール 2013イン曽爾 
 

 奈良教育大学理数教育研究センターでは、平成 25年 8月 28日から 31日までの 4日間、県

下山村部にある曽爾小中学校で「サマースクール 2013 イン 曽爾」を開催しました。  

このサマースクールは、曽爾村との包括連携協力協定に基づいて行われたもので、本学が推

進する、優れた教育実践力を持つ理数科に強い教員の養成を目的とした理数教育プログラム

に参加する学生や教員が、理科・数学（算数）実験を中心とした特別授業を行いました。小

中学校では普段できない実験などを目の当たりにした児童・生徒は、驚きと感動を胸に授業

に取り組んでいました。  

また、曽爾中学校教員による指導の下での、本学学生による中学生への学力向上支援活動

を実施しました。さらに本学家庭科の有志教員・学生も参加し、家庭科の特徴を生かして将

来の地域の食活動の布石となる取組も行われました。加えて、今回は御杖小学校・中学校か

らも一部参加の試みが行われました。曽爾・御杖両村の児童・生徒の勉学を通した交流の場

となりました。 

これらは、奈良教育大学及び曽爾村双方における教育・研究の充実につながる有意義な取

組であり、連携協力事業として大きな成果をあげるものとなりました。 
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チャレンジ！サイエンス 2013 

中学生に対して新理数生・大学院生企画による科学実験ブースの出展を行うチャレンジ！サ

イエンスを実施しました。 
 

「集まれ！コロイドくん！」 

後藤田洋介・角安麻奈・法村惠 

集まれコロイドくん！では、コロイド溶液の性質である『塩析』の授業を行いました。豆乳

がにがりによって固められる現象は塩析の代表的な現象といえ、その実験を通じて塩析を学

びました。また、塩析を起こす大量の電解質として、スポーツ飲料の粉末や、栄養補助食品

を用いて豆腐を作ることにチャレンジしました。生徒は「コロイドについて知れた」「大豆か

らでも簡単に豆腐ができる」「にがり以外でも豆腐ができる」という感想を持ってくれました。 

   

   

「コロイドって何か知っているかな？」という質問からこの授業は展開しました。もちろん、

コロイドという言葉を耳にするのは、高校生になってからです。このコロイドというキーワ

ードを用いたのは、コロイドが身近にたくさんあること、その身近なことを科学できること

に魅力があると思い、この言葉を用いました。授業では、コロイドの各性質を紹介し、塩析

の現象を身近なもので確認するために「豆腐」の作成実験を行いました。また、塩析を確認

するために、電解質をにがりだけでなく、アクエリアスやウィダーなどを用いることで、生

徒の印象にも深く残ったようでした。DCV 発表会では、反省だけではなく、この授業をより

生徒たちに簡単に伝えられる方法として、授業の各パートでの改善案を提案し、その改善案
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にもたくさんの意見をいただくことができました。 
反省・感想 

・実験に全員がかかわることができなかった。この改善策としては、全員が作業を分担でき

るような実験にすること、班を小分けにすることなどが考えられました。 
・チンダル現象確認のための実験の改善を行う。 
・90 分という普段よりも長い授業を構成する中で、授業の山場や、実験のポイント、時間配

分など、様々なことを学ぶことができた。 
 

「トランプ手品はいかがですか？」 

濱崎千華 

トランプ手品を実演し、なぜ成功したのか、その仕組みを考えました。手品の手順を確認し

ながら生徒が自らトランプを操作し、じっくり考える様子が見られました。特別な場合を考

えたり、文字を使って表すという考えに至るまでに時間はかかりましたが、仕組みを理解す

ることができていました。家に帰って母親に手品をしてみたという生徒もいて、身近にある

数学を楽しんでくれたようです。 

   

   

トランプマジックを用いて、数学的な考え方を身につけることを目的に授業を行いました。

マジックのタネを暴くために悩みながら何度もマジックを実行して考える様子が見られまし

た。生徒同士で相談したり、先生と一緒に考えたりと楽しんで取り組んでいました。 
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反省・感想 

・１人に１組のトランプを配ることで、生徒全員が主体的に問題に取り組めた。 
・手が止まっている生徒には個別にアドバイスするなど、生徒と積極的にコミュニケーショ

ンをとれてよかった。 
・生徒に伝えたいことは口頭だけでなく、黒板に書いて残しておくべきだった。 
 
「ヘビとスッポン～カメハメ波ー！！～」 

松本雪穂・岡田経太・木村友紀 

今回はハ虫類の仲間であるスッポンとシマヘビの解剖をしました。スッポンでは「カメの甲

羅はヒトで言ったらどの部分だろう」、シマヘビでは「ヘビのおなかはどこだろう」という疑

問を元に解剖を行いました。また、魚類、両棲類、鳥類、哺乳類の解剖写真を見比べ、外見

では全然違っていても中身は基本的には変らないということも学びました。そのなかで甲羅

に包まれたカメと一本の細長い体にしたヘビの特徴も学びました。 

   

   

「スッポンを引っ張れば、甲羅と体の部分を分けることができるのか？」という素朴な疑問

から、スッポンの甲羅は骨のどの部分に由来するか、ということを解剖で確認しました。ま

た、心臓・肝臓などの臓器の様子を確認し、メスとオスではそれぞれに卵巣・精巣があるこ

とも見ることができました。 
反省・感想 

・スッポンは生きたものを使用したため、命を頂くということを実感でき、食育の一環にも
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なったと思う。 
・解剖中、反射が起きていることが確認できた。 
・固く切りにくい部分があるため、生徒の様子や進行具合を見ながら解剖を進める必要があ

る。 
 
「建物を丈夫にしよう！」 

真鍋佑香 

算数・数学が日常に使われていることに気付き、また、複雑な関係を簡単な図に表すことで、

図のよさに気付けるよう、実際に教具を用いて建物の構造を知り、建物を丈夫にするための

梁（はり）の入れ方について考えました。教具を各自が自由に動かし、じっくりと考え、建

物を丈夫にするために梁をどこに入れるべきなのか、梁が最低何本必要かと積極的に考えて

いました。 

   

   

本実践では、算数・数学が日常に使われていることに気付き、また、複雑な関係を簡単な図

に表すことで、図のよさに気付けることをねらいとしました。そのため今回は、建物の構造

を丈夫にするために梁（はり）の入れ方について考えました。具体的な教具を用いたため、

生徒自身が意欲的に取り組み、問題に対する解答を予想したり、体験的に成り立つ事実を実

感したりすることができました。 
反省・感想 

・実際に教具を用いたため意欲的に取り組む姿が見られた。 
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・個々に教具で自分が考える「建物を丈夫にする」ことを考えることができた。 
・図に表すことの良さを実感する時間をあまりとることができなかった。 
 
全体ブース 

家庭科/理科 有志学生が全中学生・全教職員を対象に実施しました。 

 

「うどんをつくって、たべよう」 

家庭科/理科 有志学生 渡邊遥華・荻奈津希・黒田千尋・下中園由奈・高井亜樹/後藤田洋

介・角安麻奈・法村惠 

うどんのおいしさは、①ツルツルと口あたりやのどごしがよく、②ちょうどよいかたさで、

③コシ（粘りと弾力）があること。①は小麦粉に含まれるデンプンから、②と③は小麦粉に

含まれるタンパク質のグルテンから生み出されます。曽爾中学校の全校生徒と学生が力を合

わせて、手打ちうどん作りに挑戦しました。小麦粉と塩と水を混ぜた生地を、ふんだり、ね

かせたり、のばしたりして、デンプンとタンパク質の性質を引き出しました。打ちあがりは、

細いうどんや太いうどん、平たいうどんなど、実に様々な表情。みんなで打った 70 人分のう

どんの①のどごし、②かたさ、③コシは 100 点満点！小麦粉の性質を学習しながら、食物に

ついて実践的に学ぶことができる時間になりました。一方で、安全面に対する事前打合せや

当日の目配り、学習のまとめや振り返りをする時間設定については検討課題として残りまし

た。 
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サイエンスルーム 2013 

小学生に対して新理数生企画による理科・数学（算数）実験ブースの出展を行うサイエンス

ルームを実施しました。 

「数の石垣」 

岡野杏奈・森本春花・幸田早苗 

ドイツで生まれた計算練習方法『数の石垣』を題材に、算数の面白さを伝えるための授業を

開きました。一番下の段の数字を聞いただけで、一番上の段の数字がわかるマジックから二

つの段にある法則を考えました。自分から考え、法則を見つけて、さらに段位を増やしたと

きには法則は変わるかどうかなど発展的な内容も考えられていました。この授業を通して、

算数は法則などを考えることに面白さがあることを知ってくれたと思います。 

   

   

私たちは、ドイツで考案された計算練習方法である「数の石垣」についての授業を行いまし

た。４段の石垣の一番下の数を知るだけで、一番上の数がわかるという法則を子どもたちに

考えてもらいました。子どもたちが自ら様々な考えを提案し、活動に取り組んでいた姿が印

象的でした。 
反省・感想 

・授業者が特別な指示を与えなくても、児童は積極的に手を動かしていた。 
・暗算が苦手な児童に対する対応を考えるべきだった。 
・「授業者はマジックができる」と、課題を提示したので、子どもの興味を引くことができた。 
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「マンホールの不思議」 

親木翔平・深川幹 

今回の算数では、身近にある「マンホールのふたはなぜ落ちないか」ということを題材とし

て扱いました。算数としては少し珍しい、「実験」という方法をとりました。どのようになる

か不安でしたが、児童たちは、いろいろな方法でふたが落ちるのかどうかを予想し、確かめ

ていました。また、その後の理由を考える場面では、３年生から６年生までがそれぞれ自分

なりの考え方を持って取り組んでいました。 

   

   

私たちは身近にある『マンホール』の形に注目して授業を行いました。どうして、マンホー

ルのふたは丸いのか、他の図形ならどうなるだろうかという疑問を教具を用いて子供たちと

一緒に考えました。子供たちは教具に興味を持ち、さまざまな視点から問題解決に取り組ん

でいたのが印象的でした。 
反省・感想 

・児童の意見を生かしきれなかった。 
・図形を落とす活動の児童の活発さを、考える活動へつなげる工夫が足りなかった。 
・私たちが作った教材で授業をすることで、児童の反応や気付きをしることができた。 
 
「吹上げパイプで感じよう、空気の不思議な力！」 

三宅祥五・深川静香 

吹き上げパイプという懐かしいおもちゃを使って、空気の不思議な力について学びました。
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ストローを使い自分たちで吹き上げパイプを作り、実際に小さな発泡スチロールの玉を浮か

せてみました。大きな発泡スチロールの玉やビー玉を浮かせられるか試したり、扇風機と紙

風船を使った巨大吹き上げの実験をしたりしました。実験を通して、空気の力で物が動くこ

とや浮き上がることを皆で楽しみながら実感しました。 

   

   

授業の目的として、大きく 
(1)空気もモノであり、モノとモノがぶつかると動かす力が働くこと  

(2)吹上パイプのような科学おもちゃで遊び、自分で触れて考えるという体験をしてもらうこ

とを挙げました。授業では、ボールや扇風機を使ってモノや空気のぶつかる様子を観察した

後、ストローで自作した吹上パイプでいろんな玉を浮かせて遊びました。どんなものが浮か

せられるのか試したり、同じ物でも形を変えるとどんな動きをするのかなど、児童が自主的・

意欲的に取り組む様子が見て取れ、特に(2)の目的をよく達成できたと思います。 
反省・感想 

・児童が自分たちで話し合いながら試行錯誤している様子を見て、とても嬉しかった。 
・危険・トラブルは可能な限り具体的に想定し、対応する。 
・子供たちが主体であり、学年等に応じて、何を掴んでもらいたいかを適切に考える。 
 
「身近なものをつかって、酸・アルカリ判定剤をつくろう！！」 

石塚圭祐・中島雄飛 

通常理科の実験では、酸・アルカリの判定をリトマス紙や BTB 溶液といった実験室にある試
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薬を使います。しかし、今回は紫キャベツを使って指示薬を作ることで、身近にあるものを

使い授業で行うような実験ができることを体験してもらいました。最後に、紫キャベツを使

ってカラフルな焼きそばを作りました。色がかわっていく焼きそばを見て、子供たちも楽し

んでいました。 

   

   

私たちの班は、実験室にある薬品以外の身近なものから ph 指示薬を作る実験を行いました。

使用したのは紫キャベツです。酸・アルカリの知識についても同時に触れました。実験自体

は色の変化をみるというもので小学生にもわかりやすく、印象に残りやすいものにしました。

最後に、紫キャベツを使った焼きそばを作り、小学生だけでなく、引率の先生方にも楽しん

でもらいました。 

反省・感想 

・フィードバックの時間がとれなかった。 
・色の変化がよく出たため、子供たちの反応も良く積極的に参加してくれた。 
・子供の反応に対応しながら、授業を展開できるようになることが大切であると感じた。 
 
教員によるサイエンスルーム 

プロジェクト教員が小学生へ講義・実験を行いました。 

講演：曽爾川の水質と生き物を調べよう 

講師：奈良教育大学  藤井智康 
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曽爾川の水環境について考えるために、実際に川で調査をしました。見ただけでは分からな

い水質を、川の生き物の種類と数から判定しました。また、パックテスト（COD：化学的酸素

要求量）を使って簡単な水質検査も行いました。調査のあと、各班代表の小学生に調査結果

を発表してもらいました。どの班もヘビトンボ、サワガニなどきれいな川にいる生物がたく

さんみられ、パックテストでも COD 2 mg/L 程度と低い値を示していました。この結果から、

曽爾川はきれいな川であると判定しました。 

   

   
 
講演：水の中の小さな生き物たち 

講師：奈良教育大学  石田正樹 

曽爾小学校の３～６年生の生徒を対象に、小学５年理科の同名の単元に関わる授業を実施し

ました。大学より搬入した 20 台の顕微鏡を用いて、顕微鏡使用法の説明や、奈良公園内鷺

池で採集したプランクトンの観察を行いました。顕微鏡使用法においては、スライドグラス

大にカットした透明なプラスチック定規を観察させることで、見え方の違いを理解させるよ

うな工夫をしました。また、プランクトンは予めどのようなプランクトンが確認されるのか

を把握し、さらには培養することで観察される種数が増える様に調整しました。大学生には

図鑑を携帯させ、児童が観察している生物の説明ができる様指導しました。また、中学年を

考慮して、割れ難いプラスチックのカバーグラスを使用することで、怪我などの事故が起こ

らない様に注意しました。 
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講演：虫とり 

講師：奈良教育大学  松井 淳 

曽爾小学校校舎周辺と曽爾川の川原で小学 1・2年生と先生と大学生のお兄さんお姉さんが一

緒に虫とりをした。生徒はめいめい自分の網と籠を持って元気に虫を追いかけた。たった 1

時間でバッタ、カマキリ、チョウ、ハチ、トンボ、カメムシ、コウチュウの仲間がとれた。

トンボは 5 種類以上もいた。草むらや地面や花だんや水たまりなど、曽爾小のまわりにはい

ろいろな場所がそろっているので、こんなにたくさんの種類の虫がいるのだということを学

んだ。 

   

  

第1章　曽爾村連携事業

28



GUTS2013への支援活動 
 
GUTS2013 活動記録報告 

 

奈良教育大学 数学教育専修 修士 1回 川下 優一 

 

 平成 25 年 12 月 15 日から 17 日の 3 日間、国立曽爾青少年自然の家において「曽爾中学校 

学力向上合宿」が実施され、私及び学部学生、OB とともに TA として子どもたちと寝食を共

にしながら、学力向上のための学習支援活動を行った。個人的には 4回目の参加となったが、

回数を重ねていく上で今回もまた新たに知見を得ることが出来た。日程、活動内容について

は例年と特に変更点はなかったが、時系列に活動を追って活動内容とそこで得られた知見を

報告することとする。 

 1 日目。入所式の後は、昼食を挟んで 4 時限まで各学年の授業が行われ、そこに私たち TA

が入り、質疑対応や授業参加などの支援を行った。今回私は学年を固定せず、支援をしつつ

記録を取る務めをした。回数を重ねている学部学生や OBの TAもさることながら、初めて GUTS

に参加した学部学生も初日ながら積極的に支援を行う姿に印象を受けた。新理数での活動を

経て、実践経験を培った成果ではないかと考える。5 時限以降は百人一首大会や美術、天体

学習、特別活動等の学年一斉の授業が展開された。特活では、「私の勉強法」ということで

TA が勉強する環境や具体的な科目の対策、モチベーションの持ち方等、様々な勉強法につい

て話をした。傾聴する子どもたちを見ると積極的にメモを取り、今後活かしてみようという

子どもたちの声もあり、生の経験談を聞くことは、子どもたちにとって有益なものであると

感じた。他方で、（聞いた勉強法は自分にとっては）難しい、敷居が高いかなという子どもた

ちの声もあり、現状の子どもたちの抱える問題、今必要なことを基に、それに適した勉強法

を提示することも必要ではないかとも感じた。入浴後は自主学習が行われ、ここでも TAが質

疑対応の支援を行った。個々の問題を捉え解決へ導くという、当たり前のことを当たり前の

ようにしている TAの姿を伺え、これも新理数プロジェクトでの経験が生かされているのでは

ないかと考える。 

 2 日目。朝は 5 時半から自習をしている子どもたちの質疑対応の支援を行った。外は真っ

暗で氷点下の冷え込みの中、少しでも分からないところを減らそうと TAも積極的な支援を行

っていた。朝食後は前日と同様に各学年の授業の他に、保健や体育、国語「音読破」、百人一

首大会などの活動が行われた。GUTS 初参加の TA も良い意味で慣れが出てきて、子どもたち

に寄り添っての円滑な活動支援が出来ていた。とりわけ学年一斉の授業の際には、人数が多

く指導者が目に届かない箇所も存在し、そこに TAが気付き行動するという姿も見ることが出

来た。少し余談となるが、この日の夕食はクリスマス特別メニューということで、子どもた

ちと共に豪華な料理に舌鼓を打った。 

 最終日。前日と同様、朝の自習、朝食後、午前中は各学年の授業を行い、午後は学活と球

技大会を行った。球技大会では欠員補充として TAも実際に大会に参加して、支援というより、
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互いに楽しく交流することが出来た。懸命に球技大会に参加する TAの姿を見て、子どもたち

もとても楽しそうであった。 

 上記のように無事に GUTS2013を終えることができ、TAとしては各々新たな経験を積んで、

成長した姿で活動を終えることが出来た。また子どもたちも、学活の時間に GUTS の活動を積

極的に振り返ったり、帰りのバスにて笑顔で去っていったりという姿を見るに、充実した時

を過ごしていたと感じる。 

 私自身の反省点及び今後の展望をとしては、子どもたちへの支援、交流は積極的であった

と思うが、先生方や自然の家の方との交流が不十分であったと考える。お風呂や廊下で多少

お話しする機会はあったが、じっくりとお話しする機会が少なかったように感じる。忙しく

ご迷惑をおかけすると思うが、さらなる子どもたちへの支援の質の向上や、自身の新たな知

見の習得のためにも、先生や自然の家の方への積極的かつ自主的な交流が必要ではないかと

考える。 

 最後に、このような貴重な経験を積ませて頂いている曽爾中学校及び曽爾中学校 PTA、国

立曽爾青少年自然の家、他関係者の方々、また活動を共にした曽爾中学校の子どもたちに感

謝致します。 
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曽爾へき地教育研究振興大会への支援活動 
 

平成 24 年 11 月 2 日、曽爾村で第 56 回へき地教育研究振興大会が開催されました。県内

外のへき地教育に携わる関係者が一堂に会し、今現在のへき地教育が抱える課題を会場校か

らの研究発表、それへの質疑応答を通して考えて行く大会です。 
今回の会場校は、本学の理数プロジェクトが発足当初から大変お世話になっている曽爾村

立曽爾中学校・小学校でした。特に、曽爾中学校からの要請を受けて、当日の学生スタッフ

として 6 名の新理数生・既卒 SST を派遣、また、松山センター長が参加しました。学生スタ

ッフは、会場運営のサポートをしつつ、へき地教育の現状と課題について多くのことを学ぶ

ことができました。 
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連携授業「土曜教育実践研究」 
 

平成 24年 12月 8日（土）、理数教育研究センターは京都府精華町立東光小学校において連

携授業を実施しました。 

東光小学校は、関西文化学術研究都市の中心部である精華・西木津地区に位置し、地域の

研究施設との協力授業を実施するなどの先進的な教育を行っています。京都府教育委員会の

「土曜教育実践研究」指定校となり、土曜日を活用した授業を実施しています。  

今回、その教育実践の一環として、本学理数プロジェクト参加の教員・学生・院生の有志

が連携授業を実施しました。当日は、地域の方々が支援する「ほかほかまつり」が行われ、

連携授業後、地域の各方面の関係者との交流会にも参加し焼き芋をご馳走になりながら大変

有意義な時間をすごすことができました。 

連携授業の対象は、小学校 4 年生約 120 名。少人数授業を行うために６つにグループ分け

して複数教員・院生・学生が授業を担当しました。授業者が院生・学部生の場合は、大学教

員をアドバイザーとして配置するなど、教員養成の一環として連携授業を行いました。授業

テーマは以下の通りです。 

 

連携授業テーマ 

1.知恵の輪の不思議 

授業者：川下、中平、補助：明石，親木, 大津、アドバイザー：花木良先生 
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2.骨の仕組み 

授業者：岡田、木村、アドバイザー：菊地淳一先生  

   

   

 

3.きのこの世界 

授業者：菊地淳一先生 
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4.ドングリ染め 

授業者：岡本、村田、アドバイザー：松井淳先生 
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5.光と植物 

授業者：松井淳先生 

   

   

 

6.プラネタリウムと星々の世界 

授業者：片岡佐知子先生、和田穣隆先生、補助：後藤田、中村 
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 授業者は、一様に「生徒さんたちの興味・関心、学習意欲が非常に高く、やりがいのある

授業を実施できた。」との感想を持ったようです。授業を行ったある学生の感想。「中学校の

先生をめざしているけども、う～～ん、小学校もいいなぁ！」とのこと。また、本学学生ら

は、随所で現職の先生方から直接のアドバイスを受けたようで、生身の教員養成という大き

なプレゼントを頂きました。本学学生への配慮に、心より感謝申し上げます。こういった、

本当の意味での連携を今後とも発展させて行きたいと思います。 
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教員研修会 
 

平成 25年 8月 20日に京都府精華町立東光小学校の教員 26名を対象とした教員研修会を実

施しました。この研修会は、東光小学校との相互交流を目的としており、昨年 12月に東光小

学校で実施した出前授業に引き続いて開催しました。 

研修会前半では、「望遠鏡」をテーマとした講義を行いました。理数教育研究センター長の

松山教授が、レーザーポインタを用いて、レンズの光の屈折の演示実験などを行い、望遠鏡

の原理について解説しました。続いて、片岡専任講師が、授業で活用可能な教材例として、

手作り望遠鏡の作り方の紹介や、電子黒板を用いた天文シミュレーション教材の実演などを

行いました。 

   

     

 

研修会後半は、学内に設置されている天文台と走査型トンネル顕微鏡の施設見学を行いま

した。天文台では、和田教授が口径 30センチメートルの大型望遠鏡を動作させ、太陽黒点を

観測しました。また、常田准教授は走査型トンネル顕微鏡の動作原理を解説しました。 
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研修会終了後に実施したアンケートでは、「望遠鏡の仕組み、顕微鏡の仕組みが理解できた」

「望遠鏡がとても大きく、実際に間近で見ることができ、また太陽の黒点が見ることができ

てよかった。」「望遠鏡や電子黒板など、理科で活用できればと思った」などの感想が寄せら

れました。 

今後も連携を推進し、魅力ある授業作り、教材作りを目指して、学校現場の先生方と大学

教員が相互に意見交換できる、このような機会を設けていく予定です。 
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奈良県立山辺高等学校での連携授業 
 

奈良県立山辺高等学校は、平成 25年度より奈良県立奈良高等学校が推進するコア SSH連携

に参画しています。理数教育研究センターは、山辺高等学校の SSH 活動への連携・支援の一

環として、6月と 8月に計 3回の連携授業を実施しました。 

6 月の連携授業は 2 週連続で、菊地准教授が「きのこ」をテーマとした講義・実習を行い

ました。 

6 月 22 日(土)の授業では、山辺高等学校の生徒 12 名、地域の小学生 1 名とその保護者の

方が参加し、キノコの生態と栽培方法についての簡単な説明及び、付近のキノコの採取と、

ヒマラヤヒラタケの栽培、シイタケのほだ木への接種を行いました。 

また、6月 29日(土)の授業では、キノコの観察とヒマラヤヒラタケの栽培、キノコからの

DNA 抽出実験などを行い、山辺高等学校の生徒 10名と、コア SSH連携校である奈良高等学校

と畝傍高等学校の生徒 8名が授業を受けました。なお、授業の様子は、6月 30日付けの朝日

新聞、及び奈良新聞で報道されました。 

8 月 4 日(日)の連携授業では、石田教授、松井教授による昆虫をテーマとした授業を実施

しました。山辺高等学校の生徒 6 名と近隣の小学生 2 名を対象に、山辺高等学校の敷地内で

の昆虫採取、及び標本作りを行いました。生徒たちは、初めての標本作りにとまどいながら

も、興味津々の様子で、昆虫の細部を観察していました。なお、8月 5日付けの読売新聞に、

この授業の記事が掲載されました。 

今後も、このような連携・支援を継続させ、生徒たちの科学に対する興味・関心の向上に

つなげていきたいと考えています。 
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附属学校園連携事業 
 

「科学の日」プロジェクト 

理数教育の危機が叫ばれる中、もっとも深刻なのは、理数への学習意欲がずっと低水準に

あることです。身の回りの出来事への興味・関心の芽生えは、幼年期に始まっています。「科

学の日」プロジェクトでは、附属幼稚園と理数教育研究センターが協力して、幼年期に子供

たちを理数へ誘うことのできる、理科・算数を題材とした幼稚園児対象（年長組中心）の体

験型科学教育プログラムの開発をします。附属幼稚園の行事に「科学の日」を創設し、附属

幼稚園と大学の教員、理科・数学を専攻する学部生・大学院生等の協働によって、演示実験、

園児とともに行う工作・実験、体験授業、学内フィールド活動を展開します。 

 

第１回「科学の日：金環日食勉強会」を実施(平成 24年 5月 18日) 

平成 24年 5月 21日（月）に、奈良市では 282年ぶりとなる金環日食が観察されました。

奈良教育大学付属幼稚園と理数教育研究センターは、幼稚園児を対象とした第 1回「科学の

日」プロジェクトとして、この２８２年ぶりの天体ショーを機会に「金環日食勉強会」を平

成 24 年 5月 18日（金）11：40～12：10に開催しました。  

 主に幼稚園児年長組を対象にして（他の組も希望者は参加 OK）、金環日食がどうして起こ

るのか、その仕組みについて本学の理数教育プロジェクト参加院生・学生及び有志が寸劇に

よる解説を試みました。太陽さん、地球さん、お月さんが舞台を走り回り、天体の織り成す

妙技に挑みました。さらに、保護者を対象として、本学地学教室の和田穣隆教授による解説

を行いました。そして、21日の金環日食本番に備えて、観察する際の注意事項、特に日食グ

ラスの使用方法を説明して安全な観察の備えをしました。  

 当日の様子の一部は、関西テレビ、NHK 奈良のニュースで放映されました。 
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第２回「科学の日：もしもし！いとでんわ」を実施 

 平成 24年 11月 16日（金）に、理数センターと附属幼稚園との連携事業「科学の日」の第

2回目を実施しました。場所は附属幼稚園内の遊戯室。今回は、新理数プログラム参加学生 6

名が糸電話を題材にした音の伝搬についての内容で、年長さん 61名を対象にした体験的な授

業にチャレンジしました。演壇上の寸劇に始まり、お隣さんとの糸電話。最後に、全長が約

10 メートル程の糸電話が登場し、歓声が上がりました。次回の「科学の日」を主導する予定

の幼年教育の学生さんや有志教員、家庭科の学生さんも駆けつけ、応援参加しました。 

 園児たちは、本物の電話や携帯電話の仕組みをもっと知りたい様子で、そういった好奇心

にいかに応えられるか、また、工作などの作業をどう織り込んでいくか、等、いくつかの今

後の課題が見え、非常に有意義な時間でした。 
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第３回「科学の日：ごはんがうんちになるまで」を実施（平成 24年 11 月 30 日） 

平成 24年 11月 30日（金）に、理数センターと附属幼稚園との連携事業「科学の日」の第

３回目を実施しました。今回は、家庭科と幼年教育の有志学生、有志教員（立松先生、中川

先生）が、食べ物の消化という毎日の基本的で重要なテーマを取り上げました。附属幼稚園

内の遊戯室で家庭科と幼年教育の学生のパワーがさく裂しました。 

人間の体の中やそこでの食べ物の消化のお話を、自作の工夫をこらした教材で楽しくコミ

カルに子供たちに伝えました。特に、エプロン教材から小腸に見立てた紐を伸ばした時には、

その長さに驚きの大歓声があがりました。そして、どんな時にどんなうんちが出るのか、毎

日の健康のバロメーターとなる大事なお話をしました。最後は、みんなでうんちをしっかり

出すための体操をしました。松山センター長は、体操（の撮影？）で腰を痛めたようです。

明日は、みんな良いうんちがでるかな？ 
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第 4回「科学の日：くるくるとぶタネ、ひらひらとぶタネ」を実施（平成 25 年 3月 1日） 

 平成 25年 3月 1日（金）に、理数教育研究センターと附属幼稚園との連携事業である第４

回「科学の日」を実施しました。理数プログラム履修学生と理数プロジェクト教員による優

れた教育実践力の育成を目指した活動の一環で、附属幼稚園の年長組園児 61 名に対して理

科・数学（算数）実験を行い、理数の楽しさ・面白さを体験的に伝えます。科学教育に関わ

っての大学生・大学教員と幼稚園児のジョイントという非常にユニークな取り組みです。 

今回は、本学生物学教室の菊地先生があっと驚くサプライズ姿で登場！！ウシさんの格好

です。いろんなタネが空を見事に飛び回る衝撃的なシーンを、動画を使って解説しました。

その後、これもなぜかオオカミさんの格好をした学生を中心に新理数生たちが空飛ぶタネの

工作実験を指導し、作った“空飛ぶタネ”を実際に楽しく飛ばしました。 

忙しい時間の合間をぬって長友学長も玉村園長と一緒に参観。前回、爆発的な躍動感で科

学の日を盛り上げた家庭科からは、立松先生が応援参加。松山センター長は、おもりになる

クリップの個数を増やし、高速飛翔タネで遊んでひんしゅくをかっていました。 

最後は、大学構内で発見されたまるで昆虫のような姿の不思議なタネを保護者の皆さんを

交えて園児たちにプレゼントしました。先が鋭くとがっているから気をつけましょう。 

一年間、一緒に勉強した年長さんたちとの今年度最後の科学の日でした。みんな、もうじ

き卒園です。どうか、理数大好き小学生になってね。 
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連携協定調印式 
 

高エネルギー加速器研究機構との連携協定調印式（平成 24年 6月 6日） 

平成 24 年 6 月 6 日に本学と高エネルギー加速器研究機構（KEK）との連携協定の調印式が

行われました。KEK 側からは、遠路はるばる 6 名の方々が来学されました。調印式では、冒

頭に本学の長友学長、KEKの鈴木機構長からのご挨拶があり、引き続き連携協定書への署名・

調印を行いました。その後の記者会見では、本学理数教育研究センターの松山センター長、

片岡専任講師、KEK の藤本広報室副室長から、本協定に基づく事業内容についての説明があ

り、参加された記者の皆様と活発な質疑応答が交わされました。  

調印式終了後には、早速、本学理数教育研究センターと KEK の本事業担当者等による実務

者協議が開催され、今後の事業の推進に関わる重要事項について話し合われました。協議で

は、各個別事業の実施の具体的な段取りについての綿密な打ち合わせが行われました。  

本学と KEK は、最先端科学と理数教育のコラボレーションという、今までになかった新し

い連携のスタートラインに立つことが出来ました。これも多くの関係者のご尽力のおかげで

す。今後の新しい可能性に夢が膨らむ大変有意義な一日となりました。  
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高校生のための素粒子サイエンスキャンプ 

「Belle Plus(ベルプリュス)」 
 

「Belle Plus 2012」(平成 24 年 8月 6〜9日) 

 理数教育研究センターは、高エネルギー加速器研究機構（KEK）との共催で、高校生を対象

とした素粒子サイエンスキャンプ「Belle Plus(ベルプリュス)」を開催しました。このキャ

ンプは、KEK の Belle実験で実際に行われている最先端の研究活動を高校生に体験してもら

うことを目的としています。6 回目の開催となる今回のキャンプに全国から集まった高校生

23 名が参加しました。 

キャンプの中核となる実習では、Belle実験で使用されている粒子測定器や実験データな

どを活用した以下の４つの課題を実施しました。 

 

・ Belleの実験データの中から粒子を探索する研究 

・ 粒子の飛跡を検出するスパークチェンバーを用いて宇宙線の性質を調べる研究 

・ 自作したワイヤーチェンバーを用いて宇宙線の降り注ぐ角度を測定する研究 

・ Belle実験で観測可能な現象の理論的研究 

 

また、キャンプでは実習を行うだけでなく、実習結果をまとめて考察を加え、それらを発

表する時間を設けています。最終日に行われた発表会では、それぞれの発表に対して高校生

が質問を投げかけ合う場面もあり、研究者さながらの活発な議論が交わされました。この他

にも、素粒子入門講義や施設見学、実験実習や放射線をテーマとしたサイエンスカフェや懇

親会・交流会を実施しました。 

キャンプ参加者からは、「今まで、素粒子は自分とは遠い存在だと思っていたが、身近なも

のとなった」、「科学への関心が高まっただけでなく、他人と意見を共有することの大切さも

学んだ」といった感想が寄せられました。 

本センターの片岡佐知子専任講師は、実行委員長としてキャンプの企画・運営に携わると

ともに、実習の指導にあたりました。本学からは学生 2名が TAとして参加し、高校生を指導

しました。また、キャンプ初日の交流会では、レクリエーションを企画・実施し参加者同士

の交流を盛り上げました。 

なお、奈良教育大学と高エネルギー加速器研究機構は、教育及び研究成果の社会還元の推

進を目的として、2012年 6月に連携協定を締結しました。Belle Plusは連携協定の主要プロ

ジェクトの一つとして実施しています。 
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「Belle Plus 2013」(平成 25 年 8月 11 日〜14日) 

理数教育研究センターは、高エネルギー加速器研究機構（KEK）との共催で、高校生を対象

とした素粒子サイエンスキャンプ「Belle Plus(ベルプリュス)」を開催しました。このキャ

ンプは、KEK の Belle 実験で実際に行われている最先端の研究活動を高校生に体験してもら

うことを目的として、平成 18年度より実施しています。今回のキャンプには、全国から集ま

った高校生 22名が参加しました。 

キャンプの中核となる実習では、Belle 実験で使用されている粒子測定器や実験データな

どを活用した以下の４つの課題を実施しました。 

 

・Belleの実験データの中から粒子を探索する研究 

・粒子の飛跡を検出するスパークチェンバーを用いて宇宙線の性質を調べる研究 

・自作したワイヤーチェンバーを用いて宇宙線の降り注ぐ角度を測定する研究 

・ Belle 実験で観測可能な現象の理論的研究 

 

また、キャンプでは実習を行うだけでなく、実習結果をまとめて考察を加え、それらを発

表する時間を設けています。最終日に行われた発表会では、それぞれの発表に対して高校生

が質問を投げかけ合う場面もあり、研究者さながらの活発な議論が交わされました。 

この他にも、素粒子入門講義や施設見学、実験実習や放射線をテーマとしたサイエンスカフ

ェや懇親会・交流会を実施しました。 

 キャンプ参加者からは、「素粒子についての理解を深めるとともに、物理について語り合う

ことのできる仲間との交流を通じて、物理の面白さを実感し、ますます物理が好きになった」、

「素粒子についてのイメージを持つことができた」、「実験の考察について深く考えられるよ

うになった」といった感想が寄せられました。 

本センターの片岡佐知子専任講師は、実行委員長としてキャンプの企画・運営に携わると

ともに、実習の指導にあたりました。 

本学からは学生 3名が TAとして参加し、高校生を指導しました。また、キャンプ初日の交

流会で、パズルゲームや知恵の輪ゲームを企画・実施し、参加者同士の交流を盛り上げまし

た。キャンプ２日目には、立教新座中学校・高等学校の古田豊教諭とともに実験実習を担当

し、時間をテーマとした課題演習を行いました。 

なお、奈良教育大学と高エネルギー加速器研究機構は、教育及び研究成果の社会還元の推

進を目的として、2012年６月に連携協定を締結しました。Belle Plusは連携協定の主要プロ

ジェクトの一つとして実施しています。  
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コース別実習「Belleの実験データの中から粒子を探索する研究」で指導する片岡講師。 

 

   
実習の指導にあたる本学の学生 TA。 

 

   
交流会の様子。交流会の企画・進行は本学 TAが務めた。 
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Belle Plus 2013を終えて 

 

奈良教育大学 数学教育専修 修士 1回 川下 優一 

 

 児童、生徒向けの所謂サイエンスキャンプが全国各地で行われていることについては知っ

ていたが、私自身興味があったものの実際に参加したことがなかった。また Belle Plus につ

いてはこれまで知る機会がなく、私自身参加することを楽しみにしていた部分があった。

Belle Plus 2013 を終えて、参加した子どもたちは充実した顔持ちで KEK を去ったが、私も

充実した楽しい日々を過ごすことができた。今回は、大学院生としての立場から、教育的な

観点も加えつつ感想を述べる。 

 理数離れが進んでいる中、私は学部生として在籍中に新理数プロジェクトにて、その打開

策を研究していた。理科、数学を子どもたちにとって身近なものにしようと、授業を考察し

たり教科書を作ったりしたが、その中でやはり実際に子どもたちが手を動かしたり、現物を

見たりするということが、子どもたちにより響く、届くものが多いと感じた。この Belle Plus 

2013 でも、実際に最先端で研究をしておられる研究者の方々から直に講義を受けたり、実験

装置を作って実際にそれを用いて測定したり、また実験施設を間近で見たりと、子どもたち

にとって得るものが多いキャンプであったと考える。特に実験施設を間近で見ることは、普

段では経験のすることができないことであり、建設途中の施設を見学することは、完成後そ

してその先の実験まで興味関心が寄せられるものであると考える。子どもたちの顔を見てい

ても、講義中、実験実習などの考察中、そして施設見学中など、いずれにおいても真剣な様

子で、またそれ以外の時間でも充実した楽しそうな様子であった。そのような子どもたちの

様子を見ても、子どもたちにとって充実した時間を過ごし、少しでも得ることのあるキャン

プであったのではないかと考える。 

 一方でキャリア教育という観点から見ても、この Belle Plus 2013 は参加した子どもたち

に新たな視野、展望を与えたと考える。理科、とりわけ物理、素粒子、素粒子実験に興味関

心のある子どもにとって、その研究に触れる機会というのは、現行の高等教育課程の中では

あまり存在しない。また、研究者という職業を知っている高校生はそう多くはないと考える。

そして高学歴社会における進路の未決定傾向が近年強く、偏差値のみで大学を選択してしま

う子どもも存在する。これらは、文部科学省が提唱するキャリア教育が必要となった背景と

課題と合致する。理科や素粒子に興味を持った子どもがこの Belle Plus 2013 に参加して、

研究について身をもって体験することで、素粒子についての基礎的知識を学び、研究者とい

う職業観を垣間見て、今後の進路についての選択肢を考える視野が広がったのではないかと

考える。私自身も素粒子の研究の一部を垣間見て、研究の奥深さというものを体感すること

ができた。Belle Plus 2013 はキャリア教育という観点から見ても、子どもたちにとってそ

して私にとっても良い機会を与えたと考える。 

 最後に、TAとして今回 Belle Plus 2013 に参加したが、私自身貴重な体験をして、様々な

知見を得ることができた。また色々とご迷惑をおかけし、本当に申し訳ありませんでした。

今回の経験を踏まえ、今後の学生生活を有意義に送っていく所存です。 
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国際交流事業 
 

奈良教育大学理数教育研究センターで、理数科教育プログラムに参加する学生・院生らが

中心に、ケンタッキー州大学連合の所属教員、学生ら総勢 20名を招いて学生交流会を実施し

た。これは、平成 20年度から 3年間、文部科学省からの支援をうけて行っている「地域の学

校園及び保護者と取り組む新理数科教育システムの開発」（略称：新理数）において、従来

実施してきた「教員養成と教育現場とをリンクさせた教育プログラム」に、「国際交流」や

「大学院生の参入」による教員養成の高度化を組み入れて更に発展させ、深化・体系化を図

った理数科教育プログラムの一環として行ったものです。外国人学生との交流を通じて、学

生が日本の文化や大学での学びを伝えることの難しさや面白さを実践的に体感することは、

教員養成において重視される実践力のみならず、コミュニケーション力、国際感覚を養うこ

とができる貴重な機会となりました。学内外で多くの仲間と交流の輪を広げることは、必ず

将来の財産となります。大学のグローバル化の流れは加速しており、学生交流を通じて、教

員養成に根ざした大学全体の国際化の発展が期待されています。 

 

「理数科教育プログラム」で国際交流事業（平成 24年 6月 6 日） 

6月 6日（水）に奈良教育大学理数教育研究センターで、理数科教育プログラムに参加する

学生・院生らが中心に、ケンタッキー州大学連合の所属教員、学生ら総勢 20名を招いて学生

交流会を実施した。 
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「理数科教育プログラム」で国際交流事業（平成 25年 6月 5 日） 

6月 5日（水）に奈良教育大学理数教育研究センターで、理数科教育プログラムに参加する

学生・院生らが中心に、ケンタッキー州大学連合の所属教員、学生ら総勢 20名を招いて学生

交流会を実施した。 
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「大学教育改革地域フォーラム 2012 in 奈良」から 
 
 平成 24年 11月 25日（日曜）に奈良教育大学講義室で開催された「大学教育改革地域フォ

ーラム 2012 in 奈良」へ、松山センター長がパネラーとして出席しました。（フォーラムの

趣旨等の詳細および当日の全体の様子は、下記関連リンクを参照のこと。）  

センター長からは、本学の理数プロジェクトの発足当時からの経緯、理数教育研究センタ

ーの設立の意義と役割、センターが統括する理数プロジェクトの全体像についての報告が行

われました。そこでは、「有志教員および有志学生によるプログラム方式での運用」の教育効

果の高さについて語られました。フロアから質問を受けて、小規模であるという本学の特徴

の一つを最大限に生かした少人数教育について、その絶大なる有効性と同時に人的パワー不

足による継続の困難さ、今後の教育環境改善へ向けた施政への要望等、が述べられました。 
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虫図鑑 
 

「デジタルむしずかん」について 

この「デジタルむしずかん」は、著者の卒業研究の一環として作成したものであり、本学

附属幼稚園の園児達が園庭において、手に取って読む事ができるように願って作成したもの

です。作成にあたっては、園長先生をはじめ多くの先生方や園児達にご協力を頂きました。

この場をかりて深くお礼を申し上げます。以下に本図鑑の説明として、卒業論文の序論に当

たる部分を記しておきます。この本が園児たちに喜んでもらえることを心より祈っています。 

 

 幼稚園教育要領（2008）の領域「環境」の中には、保育の「ねらい」として「身近な環境

に親しみ、自然と触れ合う中で様々な事象に興味や関心をもつ」が挙げられており、その「内

容」としては「自然に触れて生活し、その大きさ、美しさ、不思議さなどに気付く」と示さ

れている。また、自然の中での体験は、「科学的な見方や考え方の芽生えを培う上での基礎と

なる」と捉えられている。しかしながら、自然の中の体験から、いきなり科学的な見方や考

え方は生まれて来るものであろうか。そこには論理の飛躍がある様に感じられた。自分の身

の回りの自然に触れる経験の後に生じる“同じである”あるいは“違いがある”といった園

児による識別は、可能な場合とそうでない場合がある。これを克服するには、ある程度の知

識あるいは思考の方向付けを得る必要性がある。基礎的で科学的な見識の芽生えとは、した

がって、ある程度の知識獲得の後に得られるものではなかろうか。本研究では、園児たちが

“むし”とよぶ生き物に焦点をあて、自然との関わりの中で、そうした興味の芽生えを手助

けするための教材作りを目的とし、奈良教育大学附属幼稚園に生息する“むし”の採集を行

い、インターネット上で活用できる「奈良教育大学附属幼稚園のデジタルむし図鑑」の作成

を行った。この図鑑は、教育機関において最初の教育を行う幼稚園指導者のサポートに主眼

を置いているが、一方では、近隣の教育現場で出現する様々な生物相に関する解説の提供や、

地域の住民から寄せられる生物に対する疑問に対しての情報提供といった多岐にわたる活用

にも耐えられるものである。既存の昆虫図鑑の多くは、和名検索がそのほとんどを占めるた

め、利用の際にはある程度の和名の知識が必要となるが、保育者の多くは女性であり、むし

が苦手な人の割合が男性に比べて高いとされている。保育者あるいは園児たちは、初めて見

るむしを調べる際には、おそらく手許の生き物と図鑑の写真あるいは絵との「絵合わせ」と

いう方法しかとれないと推測される。そこで、本研究では、ハイビジョンビデオカメラを使

用することで、高画質で原色の生きたままの状態のむしの動画または写真を掲載し、「名前」、

「何の仲間であるのか」、「色」、「季節」といった多彩な検索を可能とすることで、絵合わせ

が容易で、利用しやすい図鑑の作成を目指した。 

 

2012 年早春 

著者代表 西野愛美子 
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「デジタルむしずかん」の贈呈 

平成 24年 5月 16日（水）に本学幼稚園において、新理数プログラム（ＳＳＴコース）履

修生の西野愛美子さん（平成 23年度卒業）が作成した「奈良教育大学附属幼稚園デジタルむ

しずかん」の贈呈式が行われました。 図鑑の説明を行った後、子供たちからの質問に、本副

センター長の石田先生と前園長の前田先生が答えました。 

 この「デジタルむしずかん」は、附属幼稚園の園庭や子供の森で見つけた虫の図鑑です。

園児達が園庭において、手にとって読む事ができるように願って作成したものです。 

「デジタルむしずかん」のホームページ版は、下記にて閲覧する事ができます。

http://biol-zukan-3.nara-edu.ac.jp/homepageTOP.html 
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植物図鑑 
 

「阿部山に咲く花」について 

 この「阿部山に咲く花」は、明日香村阿部山地区の豊かな自然が将来にわたり受け継がれ

てほしいという願いを込めて、身近な植物を地域の方々に知っていただけるよう取りまとめ

たものです。 

 「阿部山に咲く花」では、阿部山地区で春から秋にかけて田んぼや畑の周辺でよく見られ

る植物を中心に 101種紹介しています。 

 この図鑑は身近な植物を調べやすいように、植物は季節順に掲載しています。また、見か

けが似ているもの同士を近くに掲載するようにしています。また、花の色から植物を探すこ

とができるように「花色もくじ」を掲載しました。「花色もくじ」では花の名前と写真とと

もに、その花のページ数を掲載しています。 

 なお、本図鑑の作成にあたっては、奈良植物研究会の瀬戸剛さんや尾上聖子さんほか、多

くの方々にご協力をいだだきました。この場をかりて厚く御礼申し上げます。 

2013 年 早春 

著者代表 町田唯 

 

阿部山図鑑ができるまで 

 明日香村阿部山地区は、歴史的風土保存地区である奈良県明日香村の南西部に位置する。

本地区では 2011 年（平成 23 年）度より県営農地環境整備事業が実施され、丘陵にはさまれ

た 13.9 ha の棚田の圃場整備が計画された。事業は第一義的には営農の継続と集落の維持を

めざすものであるが、同時に歴史的風土の保存への配慮がなされ周辺の景観と調和した整備

手法が検討された。その結果、圃場区画面積は農作業の効率を一部ゆずって従来の規格より

小さく抑えられることになった。 

 また棚田の畦には希少種をふくむゆたかな畦畔植生があり、四季折々の草花が風景にいろ

どりを添えてきたことから、整備後にもできるかぎりこうした草本植生が戻ってくるような

工夫をしていくことが計画に盛り込まれている。 

 この図鑑を作成することになった直接のきっかけは、事前モニタリングとして整備以前の

阿部山の植物相を調査記録することを奈良県中部農林振興事務所から相談されたことである。

さらに図鑑をとおして、地元の人たちが当たりまえのものとして気にとめずに触れてきた植

物のなかに、貴重な種がたくさん含まれていることを知ってもらい、それらの植物とともに

暮らすことに楽しみと誇りを感じてもらえたらという目論見もあった。 

 調査は 2012 年 4 月から 11 月にかけて卒研生の町田唯と院生の岡本奈保子を中心に進めら

れた。またたく間に多数の写真が撮りためられ、町田の奮闘により年度末には素敵な図鑑の

原稿が仕上がった。 
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 このたび地域の自然誌教材としての価値を認めていただき、奈良教育大学理数教育研究セ

ンター大学院理数プロジェクトの一環として冊子を刊行していただく運びとなった。プロジ

ェクトリーダーの松山豊樹教授に深く感謝する。 

 中部農林振興事務所の乾弘樹さんには地元との調整ほか調査の便宜を図っていただいた。

奈良植物研究会の瀬戸剛さん、尾上聖子さんには、植物の同定について貴重な助言をいただ

いた。ここに記してあつくお礼申し上げる。 

 

2014 年 1月 

松井 淳 
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連携協定 
 
高エネルギー加速器研究機構との連携協定調印式（平成 24年 6月 6日） 

平成 24 年 6 月 6 日に本学と高エネルギー加速器研究機構（KEK）との連携協定の調印式が

行われました。KEK 側からは、遠路はるばる 6 名の方々が来学されました。調印式では、冒

頭に本学の長友学長、KEKの鈴木機構長からのご挨拶があり、引き続き連携協定書への署名・

調印を行いました。その後の記者会見では、本学理数教育研究センターの松山センター長、

片岡専任講師、KEK の藤本広報室副室長から、本協定に基づく事業内容についての説明があ

り、参加された記者の皆様と活発な質疑応答が交わされました。  

調印式終了後には、早速、本学理数教育研究センターと KEK の本事業担当者等による実務

者協議が開催され、今後の事業の推進に関わる重要事項について話し合われました。協議で

は、各個別事業の実施の具体的な段取りについての綿密な打ち合わせが行われました。  

本学と KEK は、最先端科学と理数教育のコラボレーションという、今までになかった新し

い連携のスタートラインに立つことが出来ました。これも多くの関係者のご尽力のおかげで

す。今後の新しい可能性に夢が膨らむ大変有意義な一日となりました。  

調印式についての記事が、奈良新聞、日経新聞、朝日新聞に掲載されました。 
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日本経済新聞「つくばの機構と理科教育で連携」（平成 24年 6月 7日） 

平成 24年 6月 7日の日本経済新聞に「つくばの機構と理科教育で連携」という見出しで、高

エネルギー加速器研究機構と連携協力協定を締結したことについての記事が掲載されました。 

奈良新聞「教員養成で初の試み」（平成 24年 6月 7日） 

平成 24年 6月 7日の奈良新聞に「教員養成で初の試み」という見出しで、茨城県つくば市に

ある世界的な研究施設である高エネルギー加速器研究機構（KEK）と連携協力協定を締結した

ことについての記事が掲載されました。本学と KEK は、最先端科学研究と理数教員養成の協

働についての研究と実践的活動を推進して行きます。 

 
朝日新聞「奈良教育大とＫＥＫが連携協定」（平成 24 年 6月 12日） 

平成 24 年 6 月 12 日の朝日新聞に「奈良教育大とＫＥＫが連携協定」という見出しで、高エ

ネルギー加速器研究機構と連携協力協定を締結したことについての記事が掲載されました。 

 
大和郡山市との連携協力に関する包括協定を締結（平成 24年 6月 7日） 

平成 24年 6月 7日、大和郡山市と「教員の資質の向上及び教員養成の充実を図るとともに、

教育上の諸課題等に適切に対応することにより、大学及び市における教育・研究の充実・発

展に資すること」を目的とした連携協力に関する包括協定を締結しました。大和郡山市で行

われた調印式には、大学から長友学長、大和郡山市から上田市長等が出席しました。 

本協定は、これまで奈良教育大学理数教育研究センターが中心となって実施してきた理数

科プロジェクトが平成 23 年度末で終了した事に伴い、平成 24 年度から教育連携にかかる包

括協定として新たに締結し直したものです。 

これまで、奈良教育大学の理数系の学生を大和郡山市の小・中学校に派遣し、授業や個別

指導の補助を行うなどの事業を実施してきましたが、今後は、理数系に限らず様々な分野の

学生を派遣するなど、全学の学生の力量形成を高めるためのより広い交流についても検討し

ていく予定です。なお、現行の新理数プログラム郡山サテライトは、本包括協定の下、今ま

で通りに運営されて行きます。 

 調印式についての記事が奈良新聞に掲載されました。 
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曽爾村との連携協力に関する包括協定を締結（平成 24年 7月 20 日） 

平成 24 年 7 月 20 日（金）、本学と奈良県宇陀郡曽爾村（村長 岡田 泰昌）は、「教員の

資質の向上及び教員養成の充実を図るとともに、教育上の諸課題等に適切に対応することに

より、奈良教育大学及び曽爾村における教育・研究の充実・発展に資すること」を目的とし

た連携協力に関する包括協定を締結しました。本学で行われた調印式には、大学から長友恒

人 学長、加藤久雄 副学長（国際交流・地域連携担当）、高橋豪仁 学長補佐（地域連携担当）、

松山豊樹 理数教育研究センター長が、曽爾村から岡田泰昌 村長、今井啓之 教育長、鈴木俊

司 曽爾中学校長が出席しました。 

本協定は、これまで奈良教育大学理数教育研究センターが中心となって実施してきた理数

科プロジェクトが平成 23 年度末で終了した事に伴い、平成 24 年度からの教育連携にかかる

包括協定として新たに締結し直したものです。 

これまでにサマースクール、ウインタースクール、学力向上合宿支援等で主に理数教育プ

ロジェクトの事業として積み上げてきた実績をさらに発展させるとともに、今後は、理数系

に限らず様々な分野の学生・院生を派遣するなど、全学の学生・院生の力量形成を高めるた

めのより広い交流についても検討していく予定です。なお、現行の新理数プログラム曽爾サ

テライトは、本包括協定の下、今まで通りに運営されていきます。 
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1 
 

サマースクール 2012 イン 曽爾 

プレビュー資料 

江戸時代からの挑戦状 
－３００年前の数学「和算」で遊ぼう－ 

アドバイザー：奈良教育大学   伊藤 直治 先生 

授業者：奈良教育大学大学院  安藤 三央 

 

1. ポスター掲載文書 

江戸時代の日本人が学んでいた数学「和算」って知ってる？昔の日本人はみんな和算が大好きだっ

たなんて信じられる？私たちも昔の問題が解けるかな？和算の文化にふれながら、300 年前の江戸か

ら届いた挑戦状をみんなで楽しく解決しよう。解決できたその次は、新しい問題を考えて友達への

挑戦状を作ってみよう！ 

   

2. 授業日時 

第 1 回授業 2012/08/27（月）14:25-15:55 （補助として真鍋さん） 

第 2 回授業 2012/08/28（火）14:25-15:55 （補助として山中さん） 

 

3. 授業のねらい 

江戸時代の我が国に存在した「和算」の存在を知ることや，当時の人々と同じ問題に取り組む活

動を通して，和算の歴史を実感する．また，数学そのものが文化であり，長年受け継がれてきた数

学の問題を他の人たちにも伝えることで，自分自身も数学の文化創造に携わっていく意識をもつ． 

  

4. 扱う内容：さっさ立て 

「さっさ立て」とは，碁石の数を一つずつのグループに分けるとき，「さぁさぁ」と声を発し，この

声数を数えて二つグループのそれぞれの数を当てる遊びである．（和算の事典，2009） 

 中学生へのルール説明 

スライド①（ルール説明）        スライド②（操作の方法を動的に明示） 

サマースクールプレゼン実践例
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2 
 

 さっさ立ての数学的内容 

  中学校第２学年単元「連立方程式」と数学的な構造は同じである．啓林館教科書（2012）には単元

の冒頭と末尾に，それぞれさっさ立ての考え方を使った問題とさっさ立てが紹介されている．中学校

数学（啓林館，2012） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連立方程式の単元冒頭頁             連立方程式の単元末頁 

 

5. 授業展開 

① PPT による和算の紹介を聞く 

② ワークシート A に取り組む 

③ さっさ立ての原典にふれる，ワークシート B に取り組む 

④ さっさ立ての内容を全体で確認する 

⑤ T１と T２によるさっさ立ての実際の操作を見る（T２がおはじきを操作，T１が数を当てる役） 

⑥ ２人組で，一瞬でおはじきの個数を当てるきまりを見つけ，仲間に紹介するために清書する 

⑦ （清書が終わった生徒から新たな問題づくりをする） 

⑧ 全体で，見つけたきまりと新たな問題の共有をする 

⑨ 学習の感想を書く 

⑩ 感想を発表する 

⑪ 後片付けをする 

 

6. 資料について 

 ワークシート A（片面）―――――PPT を聞く途中で取り組む問題用紙 

 ワークシート B（両面）―――――表：さっさ立て原典／裏：さっさ立て原典の現代語訳 

 ワークシート C（片面）―――――さっさ立ての操作に使用するメモ用紙 

 ワークシート D（片面）―――――見つけたきまりを伝えるための清書用紙 

 ワークシート E（片面）―――――新たな問題を紹介するための用紙 

 感想用紙（片面）――学習の最後に記入する用紙 

サマースクールプレゼン実践例
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江
戸
時
代

17
00

年
頃

平
成

20
12

年

①
江

戸
時

代
の

学
び
方

み
ん
な
の

学
び
方

と
比

較
し
よ
う

約
30

0年
前

現
代
の
数
学
の
授
業
の

様
子

江
戸
時
代
の
寺
子
屋
の
様
子

5

①
江

戸
時

代
の

学
び
方

仲
間

と
協

力
，
問

題
の

出
し
合

い

6

①
江

戸
時

代
の

学
び
方

問
題

作
り


算
額
・
遺
題

奈
良
県
庚
申
堂
の
算
額

7


仲
間
と
協
力


問
題
づ
く
り


問
題
の
出
し
合
い

①
江

戸
時

代
の

学
び
方

ま
と
め

8
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こ
ん
な
気

持
ち
に

な
る
こ
と
あ
る
？


今

，
み

ん
な
が

数
学

を
勉

強
す
る
意
味


生

活
で

必
要


受

験
で

必
要


考

え
る

力
が

つ
く


数

学
が

好
き


面
白
い


楽
し
い

②
江
戸
時
代
の
人
の
和
算
を
学
ぶ
意
味

み
ん
な
と
比

較
し
よ
う

9


ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
取

り
組

も
う

②
江
戸
の
人
の
和
算
を
学
ぶ
意
味

問
題
の
内
容
か
ら
考
え
よ
う

10

江
戸

時
代

の
和

算
の

教
科

書
『
塵

劫
記

（
じ
ん
こ
う
き
）
』

そ
ろ
ば

ん

そ
ろ
ば

ん
は

庶
民
の
必
須

ア
イ
テ
ム

②
江
戸
の
人
の
和
算
を
学
ぶ
意
味

問
題
の
内
容
か
ら
考
え
よ
う

11

江
戸

時
代

の
小

説

「
生

き
て
い
く
の

に
ま

ず
大
切
な
の
は
そ
ろ

ば
ん
だ
。
計
算
が
で
き

な
い
と
商
売
が
で
き
な

い
。
子
供
た
ち
に
も
し

っ
か
り
教
え
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。
」

お
金

の
大

切
さ
を
庶

民
に
説

い
た
小

説
『
通

気
智

之
銭

光
記

』
（
つ
き
ぢ
の

ぜ
ん
こ
う
き
）

豆
知

識

②
江
戸
の
人
の
和
算
を
学
ぶ
意
味

問
題
の
内
容
か
ら
考
え
よ
う

12
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江
戸

時
代

の
和

算
の

教
科

書
『
塵

劫
記

（
じ
ん
こ
う
き
）
』

九
九

あ
る
程
度
の
計
算
は

暗
算

で
で
き
る
こ
と
も

大
切

②
江
戸
の
人
の
和
算
を
学
ぶ
意
味

問
題
の
内
容
か
ら
考
え
よ
う

13

円
の

直
径

研
究
者
た
ち
に
和
算

が
研
究
さ
れ
て
，
高
度

な
問

題
も
増

加

奈
良
県
庚
申
堂
の
算
額
の
問
題

②
江
戸
の
人
の
和
算
を
学
ぶ
意
味

問
題
の
内
容
か
ら
考
え
よ
う

14

裁
合

物
の

事
正

方
形

を
切

り
取

っ
て

様
々

な
形

を
作

る

一
般
庶
民
も
楽
し
く

取
り
組
め
る
よ
う
に

工
夫
さ
れ
た
問
題

ゲ
ー
ム
性

の
高

い
問

題
が

掲
載

さ
れ

た
本

『
勘

者
御

伽
雙

紙
』
（
か

ん
じ
ゃ
お
と
ぎ
ぞ
う
し
）

②
江
戸
の
人
の
和
算
を
学
ぶ
意
味

問
題
の
内
容
か
ら
考
え
よ
う

15

ゲ
ー
ム
性

の
高

い
問

題
が

掲
載

さ
れ

た
本

『
勘

者
御

伽
雙

紙
』
（
か

ん
じ
ゃ
お
と
ぎ
ぞ
う
し
）

魔
方

陣
直
線
上
の
〇
を
足
す
と
答

え
が

同
じ
に
な
る
よ
う
に
数

字
を
当

て
は

め
る

一
般
庶
民
も
楽
し
く
取

り
組
め
る
よ
う
に
工
夫

さ
れ
た
問
題

②
江
戸
の
人
の
和
算
を
学
ぶ
意
味

問
題
の
内
容
か
ら
考
え
よ
う

16
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ゲ
ー
ム
性

の
高

い
問

題
が

掲
載

さ
れ

た
本

『
勘

者
御

伽
雙

紙
』
（
か

ん
じ
ゃ
お
と
ぎ
ぞ
う
し
）

さ
っ
さ
立

て

一
般
庶
民
も
楽
し
く
取

り
組
め
る
よ
う
に
工
夫

さ
れ
た
問
題

②
江
戸
の
人
の
和
算
を
学
ぶ
意
味

問
題
の
内
容
か
ら
考
え
よ
う

17


生

活
に
必

要


学

問
の

追
求


遊

び
数

学
で
遊

ぶ
と
は

ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
？

②
江
戸
の
人
の
和
算
を
学
ぶ
意
味

ま
と
め

18

実
際

に
和

算
の

問
題

に
取

り
組

も
う

江
戸

時
代

か
ら
の

挑
戦

状
30

0年
前
の
「
和
算
」
に
取
り
組
も
う
！

19

江
戸

時
代

か
ら
み

ん
な
へ

の
挑

戦
状

！


17

03
年

出
版

の
和

算
の

本
に
掲

載
さ
れ

た
問

題

20
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さ
っ
さ
立

て


2人

組
で
行
う


1人

が
全

部
で

20
枚
の
銭
を
、

1枚
ず
つ
と

2
枚

ず
つ
の

グ
ル

ー
プ
に
分

け
る


1枚

ず
つ
で
も

2枚
ず
つ
で
も
，
銭
を

1回
動

か
す
た
び
に
「
さ
ぁ
」
と
言

う


も
う

1人
が
、
相
手
が
並
べ
て
い
る
と
こ
ろ
を

見
ず
に
，
声

12
回
の
と
き
は

1枚
の
方
に

4
枚

あ
る
と
答

え
た

21


な
ぜ
お
は
じ
き
の
個
数
を
一
瞬
で
当

て
ら
れ

た
の

だ
ろ
う
？


お
は
じ
き
を
一
瞬
で
当
て
る
き
ま
り

を
見

つ
け
よ
う
！

江
戸

時
代

の
挑

戦
状

に
挑

戦
！

22


仲
間
と
協
力


問
題
づ
く
り


問
題
の
出
し
合
い

江
戸

時
代

の
学

び
方

を
体

験
し
よ
う

仲
間

と
協

力
し
て
解

決
し
よ
う

解
決

で
き
た
ら
み

ん
な
に
紹

介
し
よ
う

解
決
で
き
た
ら
も
っ
と
難
し
い
問
題
を
考
え
よ
う

23

江
戸

時
代

の
人

が
見

つ
け
た
き
ま
り

さ
の
数
に

二
を
か
け

総
数

引
い
た
な
ら

た
ち
ま
ち
見
ゆ
る

右
の
箱
の
中

24
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お
わ

り
に

①
昔
の
人
の
学
び
方
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
？

②
何
の
た
め
に
和
算
を
学
ん
で
い
た
か
分
か
っ

た
？

③
私
た
ち
が
学
ん
で
い
る
数
学
と
は
何
か
関
連

は
あ
っ
た
？

25
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サマースクール 2013 イン 曽爾 企画書 
8 班  真鍋佑香 

アドバイザー教員名  花木 良 先生 
 

1.題名   
建物を丈夫にしよう！ 

 
2.内容（300 字程度） 
建物は，ある一定の長さの鉄鋼とその繋ぎ目を固定して基礎がつくられています。しかし，

このままでは建物は維持されず揺れて歪んでしまうので，梁と呼ばれる支えを用いて固定し

ていきます（図を参照）。 
 

 

 
このような建物を固定するためにはどのようになれば固定されるのか。またその時の梁は

何本必要なのかを数学の視点から考えていきます。 
3.単元 
・中学校第 2 学年 基本的な平面図形と平行線の性質 ア 平行線や角の性質 
・離散グラフ 

4.目的 
平行と垂直の関係を復習する。 
複雑な関係を簡単な図に表すことで，図のよさに気付き，また，図を見て複雑な関係が見

てすぐわかることに気付く。 
5.必要物品 
・教具（ 未定 ）  ・プロジェクター 
6.水・火・ガスの使用について（○で囲む） 

水（使用する・使用しない） 火（使用する・使用しない） ガス（使用する・使用しない） 
7.希望教室 
特になし 

8.希望設備 
・プロジェクター ・スクリーン ・ホワイトボード OR 黒板 

9.ポスター掲載用文章（150 字程度） 
 建物は，ある一定の長さの鉄鋼とその繋ぎ目を固定して基礎がつくられています。しかし，

このままでは建物は維持されず揺れてゆがんでしまうので，梁（はり）と呼ばれる支えを用

いて固定していきます。 
 どのように梁を入れると固定できるのか，一緒に考えましょう！ 
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建
物
を
頑
丈
に
し
よ
う
！

（
フ
レ
ー
ム
の
動
き
を
考
え
よ
う
）

奈
良
教
育
大
学
大

学
院

真
鍋

佑
香

（
ま
な
べ

ゆ
か

）

1

建
物
を
建
て
る
と
き
…

建
物

を
建

て
る
と
き
、
車

で
運

べ
る
資

材
の

長
さ
は

限
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
資

材
を
つ
な
ぎ
合

わ
せ

て
建

物
を
建

て
ま
す
。

今
回

は
同

じ
長

さ
の

鉄
材

を
用

い
て
建

物
を
建

て
る
と
し
、

そ
の
鉄
材
の
端
を
１
つ
の
ボ
ル
ト
を
繋
ぎ
合
わ
せ
，
建
物

の
フ
レ
ー
ム
を
組

み
ま
し
た
。

2

建
物
を
建
て
る
と
き
…

し
か

し
、
長

い
時

間
が

た
つ
と
，
ボ
ル

ト
が

ゆ
る
ん
で
し
ま
う
こ

と
が

あ
り
ま
す
。

ボ
ル

ト
が

全
体

的
に
ゆ

る
ん
で
き
た
ら
、

こ
の

鉄
材

は
ど
う
な
っ

て
し
ま
う
で
し
ょ
う
？

3

こ
ん
な
風
に
な
る
？
！

a
b

4
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こ
ん
な
風
に
な
る
？
！

同
じ
長

さ
の

鉄
材

で
は

な
い
！

！

b

5

同
じ
長
さ
の
鉄
材
に
注
目
！

★
各

四
角

形
に
注

目
す
る
と
、

４
つ
の

辺
（
鉄

材
）
の

長
さ
が

等

し
い
の

で
ひ
し
形

で
あ
る
。

a

☆
ひ
し
形

の
性

質

・
向
か
い
あ
う
辺
は
平
行

・
向

か
い
合

う
角

の
大

き
さ
は

等
し
い

6

フ
レ
ー
ム
に
お
け
る
平
行

色
の
つ
い
た
鉄
材
と
平
行
な
の
は
？

何
本
離
れ
て
い
て
も
平

行
で
す
！

ひ
し
形

が
何

個
も

並
ん
で
い
る

7

（
建

物
の

）
フ
レ
ー
ム
の
動
き

縦
や

横
に
並

ぶ
辺

（
同

じ
色

で
塗

ら
れ
た
鉄

材
）
は

平
行

8
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ど
う
し
た
ら
頑
丈
に
建
て
ら
れ
る
？

こ
の

ま
ま
で
は

、
建

物
は

ボ
ル

ト
が

ゆ
る
む
と
崩

れ
て
し
ま
い

ま
す
！

そ
こ
で
、
建
物
を
頑
丈
に
建
て
る
た
め
、

ど
う
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

9

奈
良
教
育
大
学

10

奈
良
教
育
大
学

11

奈
良
女
子
大
学

12
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頑
丈
に
建
て
る
た
め
に
…

建
物

の
ボ
ル

ト
が

ゆ
る
ん
で
も
崩

れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
は

り
と
呼

ば
れ

る
棒

を
四

角
形

に
入

れ
、
固

定
し
ま
す
。

な
ぜ
、
は
り
を
入
れ
る
と
フ
レ
ー
ム
は

固
定
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

13

何
で
崩
れ
な
い
の
？

は
り
を
入
れ
る
こ
と
で

ど
ん
な
形
が
で
き
た

・
・・
？

３
つ
の

辺
の

長
さ
が

決
ま
っ
て
い

る
の
で
、
一
つ
の
三
角
形
が
決

ま
り
固

定
さ
れ

ま
す
。

14

奈
良
女
子
大
学

は
り
を
入

れ
て

三
角

形
を
つ
く
っ
て
い
る
！

三
角

形
は

じ
ょ
う
ぶ

な
形

で
あ
る
！

15

頑
丈
に
す
る
に
は

建
物

の
ボ
ル

ト
が

ゆ
る
ん
だ
と
き
で
も
建

物
が

崩
れ

な
い
よ
う

に
、
は

り
を
入

れ
て
建

物
を
頑

丈
に
し
ま
す
。

つ
ま
り
、
ボ
ル

ト
が

ゆ
る
ん
で
い
る
状

態
で
も
は

り
を
入

れ
る
こ

と
で
フ
レ
ー
ム
が

動
か

な
い
こ
と
を
考

え
ま
す
。

そ
こ
で
、
今

回
は

５
×

３
の

フ
レ
ー
ム
全

体
が

頑
丈

に
固

定
さ

れ
る
た
め
に
、
ど
の

よ
う
に
は

り
を
入

れ
た
ら
良

い
か
考
え
て

く
だ
さ
い
。

16
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は
り
に
つ
い
て

は
り
を
入

れ
る
と
四

角
形

は
正
方
形

に
な
る
長
さ
に
な
っ
て
い

ま
す
。

だ
か
ら
、
角
は
必
ず
90

°
に
な
り
ま
す
。

は
り
を
入
れ
る
と
・
・
・

ひ
し
形
の
特
別
な
形
で
あ
る

正
方
形
に
な
る

17

頑
丈
に
す
る
に
は

建
物

の
ボ
ル

ト
が

ゆ
る
ん
だ
と
き
で
も
建

物
が

崩
れ

な
い
よ
う

に
、
は

り
を
入

れ
て
建

物
を
頑

丈
に
し
ま
す
。

つ
ま
り
、
ボ
ル

ト
が

ゆ
る
ん
で
い
る
状

態
で
も
は

り
を
入

れ
る
こ

と
で
フ
レ
ー
ム
が

動
か

な
い
こ
と
を
考

え
ま
す
。

そ
こ
で
、
今

回
は

５
×

３
の

フ
レ
ー
ム
全

体
が

頑
丈

に
固

定
さ

れ
る
た
め
に
、
ど
の

よ
う
に
は

り
を
入

れ
た
ら
良

い
か
考
え
て

く
だ
さ
い
。

18

固
定
さ
れ
る
？
固
定
さ
れ
な
い
？

A
B

C

12345

1
2

19

フ
レ
ー
ム
が
固
定
さ
れ
る
考
察

そ
の
1

1

A
B

C

12345

全
て
角

度
が
90

°
に
固

定
さ
れ

て
い
る
こ
と
が

分
か

る
！

20
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フ
レ
ー
ム
が
固
定
さ
れ
る
考
察

そ
の
2

2

さ
き
ほ

ど
の

方
法

で
は

こ
れ

以
上

示
せ

な
い
が

固
定

さ
れ

て
い
る
！

？

こ
の

四
角

形
に

注
目

！

21

フ
レ
ー
ム
が
固
定
さ
れ
る
考
察

そ
の
2

は
り
を
3本

の
こ
の

状
態

に
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

す
る
と
A1

は
ど
う
な
っ
て
ま
す
か
？

A１
は

固
定

さ
れ

て
い
る

22

離
散
グ
ラ
フ
に
表
そ
う
！

A
B

C

A
B

C
1

1

2

2

3

3

4

4
5

5

ひ
し
形
の
性
質
か
ら
，
ど
の
よ
う
に
動
い
て
も
，
同

じ
色

の
辺

は
平

行
に
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
，
同

じ
色

の
辺

（
鉄
材
）
を
一

つ
の

点
で
表

し
ま
す
。

23

離
散
グ
ラ
フ
に
表
そ
う
！

A
B

C

A
B

C
1

1

2

2

3

3

4

4
5

5

２
と
４
が
平
行

は
り
に
よ
り

Cと
４

は
垂

直
に
な
る

は
り
に
よ
り

Cと
2

は
垂

直
に
な
る

C

4

C
2

24
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ま
と

め

フ
レ
ー
ム
が

動
か

な
い
と
き

グ
ラ
フ
は

つ
な
が
っ
て
い
る

フ
レ
ー
ム
が

動
く
と
き

グ
ラ
フ
は

つ
な
が
っ
て
い
な
い
（
線

を
た
ど
っ
て
い
け
な
い
）

そ
の
と
き
，
動

く
ひ
し
形

は
，
グ
ラ
フ
で
は

繋
が
っ
て
い
な
い
点

の
間

で
あ
る

25
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1
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4

5

A B C

1

2

3

4

5

A B C

1

2

3

4

5
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A B C

1

2

3

4

5

A B C

1

2

3

4

5

A B C

1

2

3

4

5

A B C

A B C
1

1

2

2

3

3

4

45 5

A

A

B C

B C
1

1

2

2

3

3

4

45 5

A B C

1

2

3

4

5

A B C

1 2 3 4 5

A B C

1 2 3 4 5
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A B C

1

2

3

4

5

A B C

1

2

3

4

5

A B C

1 2 3 4 5

A B C

1 2 3 4 5
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実
践
的
高
度
理
数
科
教
員
養
成
の
た
め
の
大
学
院
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発

O
EC
D
調
査
、
P
IS
A
に
お
い
て
、

諸
外
国
と
比
べ
て
日
本
の
若
い
世
代
の

学
力
低
下
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
客
観

デ
ー
タ
と
し
て
指
摘
さ
れ
、
小
・
中
学
校
、

高
校
の
児
童
・
生
徒
の
理
科
離
れ
が
叫

ば
れ
て
い
る
中
、
中
央
教
育
審
議
会
や

総
合
科
学
学
術
会
議
で
は
、
重
点
的
な

緊
急
対
策
の
必
要
性
が
打
ち
出
さ
れ
て

い
る
だ
け
で
な
く
、
国
内
産
業
の
停
滞
感

か
ら
も
若
い
世
代
に
対
す
る
理
数
科
教
育

の
充
実
・
高
度
化
の
必
要
性
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

学
士
・
修
士
課
程
を
見
通
し
た
一
貫
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
、
高
い
教
科
専
門
性
と
優
れ
た
教
育
実
践
力
を
兼
ね
備
え
た
実
践
的
高
度
理
数
科
教
員
を

養
成
す
る
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
開
発
さ
れ
て
い
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
全
国
に
先
駆
け
た
理
数
科
教
員
養
成
の
た
め
の
先
進
的
な
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
プ
ラ
ン
と

な
り
、
そ
こ
で
養
成
さ
れ
た
理
数
科
教
員
は
、
P
ro
fe
ss
io
na
l S
ci
en
ce
 T
ea
ch
er
（
P
ST
）
と
し
我
が
国
の
理
数
科
教
育
の
次
世
代
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
と

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

学
力
の
順
位
に
回
復
基
調
が
見
ら

れ
る
が
、
科
学
へ
の
興
味
や
学
習
意

欲
は
依
然
と
し
て
最
低
水
準
に
あ
る

中
で
、
科
学
技
術
創
造
立
国
の
実
現

に
向
け
て
、
理
数
科
教
育
の
立
て
直

し
す
る
た
め
に
は
、
“
新
し
い
理

数
科
教
育
シ
ス
テ
ム
の
構
築
”

を
行
う
必
要
が
あ
り
、
学
校
教
育
現

場
で
理
数
科
好
き
の
芽
を
育
む
た
め

に
は
、
優
れ
た
理
数
科
教
員
の
養
成

が
必
要
で
あ
る
。

背
景
・
課
題

期
待
さ
れ
る

効
果

事
業
目
的

事
業
目
標

N
ew

 E
du

ca
tio

n 
of 

Sc
ien

ce 
an

d M
at

he
m

at
ics

実
践
的
高
度
理
数
科
教
員
養
成
の
た
め
の
大
学
院
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発

若
い
世
代
に
深
刻
な
理
数
科
離
れ
が
生
じ
て

い
る
中
で
、
新
世
代
の
人
材
育
成
に
必
要
な
新

し
い
大
学
院
理
数
科
教
育
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
、
新
世
紀
の
理
数
科
教
育
を
牽
引
す
る
リ
ー

ダ
ー
の
養
成
を
目
指
す
。

学
部
・
大
学
院
の
積
み
上
げ
を
見
通
し
、
理
科
・
数
学
教
育
を
融
合
さ
せ
た
大
学
院
で
の
理
数
科
教
員
養
成

の
た
め
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
す
る
。
そ
し
て
、
教
科
専
門
性
と
教
育
実
践
力
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
兼
ね
備
え

た
新
世
紀
の
理
数
科
教
育
を
牽
引
す
る
実
践
的
高
度
理
数
科
教
員
を
養
成
す
る
。

（
平
成
23
年
度
～
25
年
度
）

教
職
リ
テ
ラ
シ
ー

教
職

教
職

教
職

教
職

専
門

専
門

専
門

専
門

実
践
的
高
度
理
数
科
教
員
養
成
シ
ス
テ
ム

教
職
先
行
型

専
門
先
行
型

専
門
リ
テ
ラ
シ
ー

板
書
、
発
声
、
発
問
…

子
供
の
気
持
ち
理
解

教
科
内
容
の

正
し
い
理
解
・
自
信

教
師
自
身
の
考
え
る
力

 土
台
と
な
る
学
部
理
数
科
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

•
先
導
理
数
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
小
・
中
学
校
義
務
教
育
）

•
 融
合
理
数
G
P
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
高
校
教
育
）

•
 新
理
数
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
上
記
二
つ
に
地
域
連
携
を
強
力
に
組

み
込
む
）

 本
事
業
の
内
容

①
  学
部
・
大
学
院
の
積
み
上
げ
を
見
通
し
た
理
数
科
教
育

②
 理
科
と
数
学
の
融
合
に
よ
る
理
数
科
教
育

③
  徹
底
し
た
少
人
数
教
育
に
よ
る
論
理
・
抽
象
思
考
能
力
の
形
成

④
  教
科
内
容
に
よ
っ
て
生
徒
を
引
き
付
け
る
授
業
力
の
形
成

⑤
  国
内
外
の
理
工
系
大
学
、
教
育
・
研
究
機
関
と
の
連
携

⑥
 海
外
と
の
連
携
に
よ
る
理
数
科
教
育
の
国
際
化

指
導
案
作
成
教
材
・

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発

奈
良
教
育
大
学

大 学 院 教 育 学 部 教 育

３
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
を
踏
ま
え
、現
在
、

新
理
数
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
Su
pe
r 
Sc
ie
nc
e 
Te
ac
he
r

（
SS
T）
の
養
成
を
推
進
中

プロジェクトリーフレット
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学部・大学院を見通した理数融合教育による
実践的高度理数科教員養成のための
大学院教育プログラムの開発

求める実践的高度教員像

総合的
理数力

教育実践力・
授業

マネジメント

教材・
カリキュラム
開発

日常的自己発展

理数融合型
総合的な
理数力の形成

理科・数学の
先端的専門性

連携校での授業
（実地訓練）

教育研究フェロー・シニア教育フェローによる
教育研究活動・支援、教育経験の次世代への継承

先導理数・融合理数・新理数（学士課程）の土台

少人数ゼミに
おける理論展開

教材・
カリキュラム
開発

論理・抽象
思考能力の形成

６
年
間
一
貫
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

お問い合せ 国立大学法人  奈良教育大学理数教育研究センター
 〒 630-8528　奈良市高畑町
 e-mail nesm＠ nara-edu.ac.jp/　　http://nesm.nara-edu.ac.jp/

プロジェクトリーフレット
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WILD FLOWERS
OF ABEYAMA

阿部山に咲く花
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阿部山に咲く花
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cm

cm cm

阿部山に咲く花
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cm

cm cm

阿部山に咲く花
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